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	応用
	抗原情報
	背景
	NANOG：Nanogホメオボックス。Entrez Protein NP_079141。Nanogは、未分化胚性幹細胞の多能性と分化を誘導する、多様なホメオドメインタンパク質です。Nanog mRNAはマウスおよびヒトの多能性細胞株に存在し、分化細胞には存在しません。ヒトNanogタンパク質は、マウスタンパク質と全体で52%のアミノ酸配列相同性があり、ホメオドメイン相同性は85%です。ヒトNanogは遺伝子座12p13.31にマッピングされ、マウスNanogは遺伝子座6 F2にマッピングされます。マウス胚におけるNanogの発現は、胚盤胞の内部細胞塊で検出されます。ノーザン解析により、未分化N-Tera胚性癌細胞株において、ヒトNanogの高発現が検出されました。
	研究分野
	-
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	NTERA-2細胞溶解物に対するNANOGマウスmAbを用いたウエスタンブロット解析（2）。
	

	NanogマウスmAb（緑）を用いたNTERA-2細胞（左）とHeLa細胞（右）の共焦点免疫蛍光染色。赤：アクチンフィラメントはDY-554ファロイジンで標識されている。

